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岩手県子どもの居場所ネットワークいわて

岩手県内で子ども食堂など子どもの居場所作りに取り組む運営団
体及びその活動に賛同する団体・個人間の交流、情報提供、研
修、広報啓発、資源のマッチングなどの支援を行い、県内各地域で
子どもの居場所の輪を広げていくことを目的としています。

＊2018年5月12日発足

＊加入団体 105団体（120ヶ所）14市12町3村 (2026年1.20現在）

・食事の提供・学習支援他

・地域づくりなど目的は様々
・実施主体・活動背景も多種多様

＊共同代表  2名 高野 美恵子（ここかむ食堂）
山屋 理恵 （インクルこども食堂）

監 事 ２名 鹿討 康弘 (ぬくまる食堂）
渡邉 史朗 （みらい子ども食堂）

事務局 認定特定非営利活動法人インクルいわて
（盛岡市山王町10-6山王ハイツ2F）

人 口：1,126,813人（R7.10.1現在）

小学校数：258校 （R7.4.1現在）

中学校数：143校 （R7.4.1現在）

市町村数：33市町村（市14 町15 村4）

岩手県の概要



運営団体及びその活動に賛同する団体・個人間の交流、情報共有、研修、広報活動、

寄付等のマッチングの支援を行い、県内各地域で子どもの居場所の輪を広げていくことを

目的として設立致しました。

平成30年5月12日発足 （12団体）



令和５年岩手県ひとり親世帯等実態調査結果より
岩手県内のこども食堂等の認知度



岩手県子どもの居場所ネットワーク形成支援事業

◼ マッチング支援

食材の調達方法のアドバイスやマッチング、寄附のあった食

 材等の一時的な保管、支援を希望する団体等への配布

◼ 情報発信

食材提供支援に係る取組の情報発信

◼ 食材等の提供体制の整備

配送業者等と連携した子ども食堂への食材提供や、拠点

整備

◼ 情報共有（ネットワーク会議の開催）

参画団体の活動の継続・充実のための支援

◼ 情報発信

ホームページや新聞、情報誌等を活用した広報、

    普及啓発

◼ 総合相談窓口の開設

参画団体や子どもの居場所づくり等を検討している個

人・団体からの相談

新規開設・活動継続に必要な支援・助言等

■子どもの居場所利用促進研修会等の開催

（1）新規開設・活動継続支援 （2）食の提供重点支援



岩手県内子どもの居場所の実施状況の推移





研修会
・食中毒予防について

・子どもにとって食事の役割とは？

・ボランティア活動と運営について

・野菜を安全に美味しく食べるため

・子どもの居場所ってどこ？～居場所に来ている人たちと一緒に考える～

平
成
30

年

令
和
元
年

岩手県栄養士会理事 栄養教諭

臼井循環器呼吸器内科 副院長 小児科医師

子どもの居場所ネットワークいわて共同代表

岩手県保健福祉部 子ども子育て支援課

認定NPO法人環境パートナーシップいわて専務理事

岩手県環境生活部県民くらしの安全課食の安全安心担当

国立大学法人いわて大学 副学長・岩手食育推進ネットワーク会議会長

岩手県NPO活動交流センター 副センター長

公益財団法人岩手県栄養士会 管理栄養士

母子支援員

・学校給食の人気メニューづくりと衛生管理のポイント

・子ども食堂での食物アレルギーと感染症の対応について

・子ども食堂の裏メニュー～子どもを真ん中にした地域づくり～

・岩手県子どもの生活実態調査」中間報告について

・SDGｓから考える子どもの居場所づくり

令
和
2

年

岩手県県央保健所

岩手県県央保健所

宮古市社会福祉協議会

・子どもの居場所における新型コロナウイルス感染防止について

・熱中症予防について

・宮古市の子ども食堂の取り組み



令
和
3

年

・CAPおとなのための学習会 ～子どもの安心のために おとなができること

・コロナ禍における子どもの心と身体と感染対策について

・若年層の自殺を防ぐために ~子どもたちの心に寄り添って～

・～感染症対策ノウハウをみんなのものに～ 感染症対策セミナー 全国キャラバン
withコロナでも子どもの居場所をつくるために
「こうすればできる。Withコロナ時代の子ども食堂」

・ 「ちょっと気になる子との関わりについて」

・子ども食堂 防災研修・訓練
「防災に関する基礎知識について」
「こども食堂での備え、発災時の行動、被災後の行動について」
防災訓練「火事・地震を想定した場合の初期行動」「気づきの共有」

・ 子どものSOSの受け止め方について

令
和
4

年

NPO法人全国こども食堂支援センター むすびえ

NPO法人全国こども食堂支援センター むすびえ

NPO法人全国こども食堂支援センター むすびえ

岩手県スクールカウンセラー

CAP岩手

岩手医科大学小児科

岩手県県央保健所



令
和
5

年

・～おなかいっぱい！心もごきげん！
              ～子どもが安心して話せる信頼関係の築き方

・おとなも子どももみんな笑顔になれるワクワクが広がる！
              ～手軽にできる遊びのレシピ～

令
和
6

年

・こども食堂等子どもの居場所に関わる施策について
～岩手県の取り組み状況～

・食の安全について

・こども食堂が地域の防災拠点になるために

・災害時の炊き出し訓練

・2025年～2029年「いわてこどもプラン」について

・「多様な性・LGBTQ＋（性的少数者）について」

令
和
7

年

岩手大学人文社会科学部 人間文化課程
          准教授（公認心理士・臨床心理士）

岩手県立児童館いわて子どもの森プレーリーダー

岩手県保健福祉部 子ども子育て支援室

岩手県保健福祉部 県民くらしの安全課

岩手県防災士会

盛岡市赤十字奉仕団

岩手県保健福祉部子ども子育て支援室

岩手県男女共同参画センター



子どもと地域とwell‐being

身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念「幸福」

 より不平等が少ない地域に暮らす人々の方が、より幸せであると感じる
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